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発行所五所川原市役所 

第 133号 一部 2 円

印刷所陸奥印刷株式会社 

, 

昇竜の覇気にあやかり，躍進を

続けた昭和39年は、いま暮れよう

としています。 

市民文化会館、老人ホーム、児

童館、し尿処理場の落成、最新式

消防放水塔車の竜ー号命名、そし

て市制施行 0年周記念式典、10万 

の観衆を動員した虫おくり、それ

をご見物された津軽華子さんなど

とにかく、ことしは明るい話題の

多かつた年です。 

ここにゆく年をふりかえり、く

る年に明るい希望を託したいと思

います。 

〔
盛
況
の
虫
お
く
り
大
会
〕
 

西
北
地
方
に
、
古
く
か
ら
伝
わ
る

『
虫

お
く
り
』
 
の
行事
を
、
長
く
保
存
し
よ

う
と
、
初
の
こ
こ
ろ
み
と
し
て
、
夏
ま

つ
り
行
事
に
と
り
あ
げ
、
3
9年
8
月
4
 

日
、
全
市
を
舞
台
に
、
十
万
人
の
観
衆

を
あ
つ
め
て
、
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
 

そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
こ
ら
し
た
、
二
十

ニ
団
体
が
、
市
内
を
練
り
歩
い
た
あ
と
 

北
斗
広
場
に
集
ま
り
、
お
り
か
ら
義
宮

殿
下
と
の
、
ご
婚
約
報
告
の
墓
参
の
た

め
、
来
県
中
の
津
軽
華
子
さ
ん
も
見
物

さ
れ
た
。
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①
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護議 

〔空中農薬撤布〕 

ヘリコプターによる水稲の農薬撤布（写真⑥） を、38年 8 月 7 日 

--8 日に三好地区 263haに 実施した。 

三好農協が主体となつて、市がこれに協力しIこもの。 

これによつて、近代農業の貴重な体験を得ることができた。 農 

〔 し尿処理場〕 

五所川原市など 1 市 4 町

組合立西北五衛生処理組合 

（管理者 五所川原市長） 

のし尿処理場（写真⑨）は

高瀬地内に工事費 1 億 700 

万円で建設、39年 6 月 1 日

から操業しています。 

1 日の処理量 72句 (400 
石）の能力をもつています 

〔火 災 保険号〕 

社団法人、日本損害保険協会から、寄贈なつた火災

保険号（写真④） のポンプは、火災円数の少ない、常

備消防署を設けている、都市に贈られているもので、 

当市には、38年 e 月旧日贈られた。 
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老
 
人
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3
9年
3
月
二
一
三
七
万
円
を
費

や
し
て
竣
工
し
た
、
老
人
ホ
 

ー
ム
（
写
真
⑧
）
 は
、
現
在
、

四
十
六
人
が

入
園
し

て
お
り
ま

す
。
収
容
人
員
は
五
十
人
で
、

余
生
を
お

く
る
に
ふ
さ
わ
し

い

近
代
的
な
施
設
で
す
。
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3
8年
8
月
知
事
承
認
 

当
市

の
農
業

は
一叫
米
』
と
『

り
ん
ご
』
が
主
な
の
で
、
事
業
 

の
計
画
も
こ
れ
に
重
点
を
お
い
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
o
 

事
業
は
、
3
8年
度
か
ら

4
0年
度
ま
で

の
三
か
年
計
画
で
お
こ
 

な
わ
れ
、
限
ら
れ
た
地
域
を
集
中
的

に
お
こ
な
わ
れ
ま
す

o
 

事
業

の
総
額
は

一
億
六
六
九
九
万
円
 

（
写
真
⑥
区
画
整

理
さ
れ
た
水
田
を
ト
ラ
ク
タ
ー
が
活
躍
）
 

議 
三」「’」；,, 

舞 

,B' 

鷲舞舞繊 

麟 
」」一
 】W峯

 

濡
語
琳
譲
弾
博
一
 

「

一
一
一
 

」
）
一
 



鷺
麟
 

麟
鵬
難
難
 

〔
放
水
塔
ボ
ン
プ

目
動
車
に
竜

一
号
と
命

名
 
〕
 

3
9年
3
月
、
四
六
四
万
五
千
円
で
購
入
し
た
 

水
槽
付
放
水
塔
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
写
真
 

は
、
こ
の
ク
ラ
ス
で
国
産
第

一
号
の
も
の
で

す
 

6
月
に
は
、
性
能
を
披
露
し
、

成
出

】
日
消

防
長
か
ら

『
竜
一
号
』
と
命
名
さ
れ
た
。
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〔
市
民
文
化
会
館
の
開
館

〕
 

市
民

の
文
化
施
設
と
し

て
、
期
待
を

よ
せ
ら
れ
て
い

た
市
民
文
化
会
館

（
写

真
⑦
）
 
は
、岩
木
川
の
畔
り
に
、
 一
億

二
千
万
円
の
工
事
費

で
完
成
、
3
9年
4
 

月
ー
日
開
館

さ
れ
、
連
日
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
内
部

に
は
固
定
席
九
〇
〇
を

持
つ
ホ

ー
ル
を
は
じ

め
、
集
会
室
、
結

婚
式
場
、
披
露
宴
会
場
が
あ
り
ま
す
。
 

〔
松
島

住

宅
団

地
〕
 

住
宅
緩
和
と
東
部
駅
う
ら
開

発
と
い
う
都
市
形
成

の
総
合
発
展
策
と
し
て
、
県
住
宅
協
会
を
事
業
主
体

に
、
近
代
的
諸
施
設
の
整

つ
た
住
宅
団
地

（
約
九
〇
 

〇
戸
建
設
）
 の
造
成

（
写
真
⑩
）
が
、
進
め
ら

れ
て
 

】
 
お
り
ま
す
。
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〔市制施行犯周年記念式典〕 

市制施行10周年、市民文化会館記念式典 

（写真＠⑩）は39年8月3日盛大におこなわれ

た。1町6か討が合併して、人口36. 504人の市

として発足したのが29年10月 1 日、ことしで 

10年となります。 その後毘沙門、長富、七和

梅田，中泉、小曲が編入され、今では、人ロ 

50.195人の田園基幹都市として、前途洋寿た

るものがあります。 
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画
期
的
産
業
開
発
を
，
こ
二
ろ
み
よ
う
と
い
ら
動
き

は
3
8年
1
0月
に
二
市
七
町
五
村
が
集
ま
り
『
期
成
同

盟
会
』
を
結
成
、
3
9年
6
月
に
は
奥

地
産
業
開
発
道
 

路
整
備
臨
時
措
貴
法
が
施
行
さ
れ
、
8
月
に
は
、
1
2
 

日
間
に
わ
た
り
県
と
共
同
で
実
地
踏
査
、
 つ
づ
い
て

勺
月
ー
日

に
は
、
産
業
開
発
道
路
協
会
後
勝
理
事
長

が
現
地
を
視
察

（
写
真
⑩
）
し
、

9
月
2
3日
、
県
議

会
へ

の
請
願
が
採
択
議
決
さ
れ
る
な
ど
、
歩

一
歩
実

現

へ
近
づ
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。
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〔
栄
 
小
 
学
 
「
4
 改
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〕
 

老
朽
が
は
な
は
だ
し
く
、
職
員
室
が
廊
ト

に
あ
つ

た
、
栄
小
学
校
は
、
工
事
費

一
、
二
二

一
万
円
で
、
 

二
七
四
坪
の
校
舎
 
（
写
真
⑩
）
 が
、

3
9年
1
0月
末
完

成
し
た
。
そ
の
他
、

3
8年
に
は
長
橋
中

の
増
築
、
栄

中
、
梅
泉
小
の
屋
体
新
築
、

3
9年
に
は
北
斗
運
動
広

場
の
整
備
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
 

早
三
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
被
害

を
こ
う
む
り
、
水
害

の
お
そ
ろ

し
さ
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ

け
ら
れ
た
。
 

こ
の
よ
う
な
災
害
に
、
い
か

に
対
処
す
べ
き
か
と
、

3
9年
8
 

月

1
8日
、
総
合
防
務
訓
練

（
写

真
⑩
）
が
県
と
市
が
共
催
、
台

風
が
上
陸
し
雨
量
も
二
〇
〇

ミ

リ
に
達
し
、
岩
木
川
が
決
潰
し

た
と
の
も
と
に
、
関
係
各
機
関

が
協
力
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
 

〔
飯
詰
川
決
か

い
と
総
合
防
災
訓
練
〕
 

3
9年
7
月
叫
日
夜
、
豪
雨
に
よ
り
飯

詰
川
が
は
ん
ら

ん
、
あ
ふ
れ

る
水
は
、
 

つ
い
に
毘
沙
門

・
中
崎
間

の
堤
防
を
一
一

十
六

メ
ー
ト

ル
に
渡

つ
て
決
潰

（
写
真

⑩
）
さ
せ
た
。
 

こ
の
水
害
に
よ
り
、
毘
沙
門
部
落
は

家
屋

の
浸
水
十
三
戸
、
田
畑
の
冠
水
☆
 

◇対 象 者 

繊鷲襲鮮響蹴二農潔器 C溜 
◇料金は 1 人当り 一回 30円 ◇必ず母子手帳を持参してください 
地・区 名 	場 	所 	1回目 2回目  3回目 時 間 

鶏帯腎鍔）西」ヒ中央病院講堂 1月11日 2月 1 日 2月22日 1一‘3時 

対
 

◇
 

1
1ノ
 

ジフテ リ ア と百日咳の予防接種 

長 	橋 	長 橋 診 療 所 	1月12日  2月 213 2月2313 11-H2時 

栄 	 栄 	支 	所 1月13日  2月 3 日 2月24日 1~2時 

七 	和 羽野木沢小学校 1月叫日  2月 4 日 2月25日 I--2時 

梅 	沢 梅 沢 支 ‘所 	1月14日  2月 4 日 2月？5日 1~2時 

三 	好  三  好 診 療  所  1月18日  2月 5 日 2月26日 1~2時 

中 	川 	中 川 診 療 所 1月円日 2月 9 日 3月 2 日 1~2時 

松 	島 松 島 支 所 1月20日 2月10目 3月 3 日 1~2時 

飯 	詰 	飯 詰 支 所 	1月21日 2月旧日 3月 4 日 I -'--2時 

毘 	沙 	門 毘沙門小学校 1月22日 2月11日 3月 5 日 I -'-2時 
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く
る
み
園

（
養
護
老
人
ホ

ー
 

ム
）
 開
園
以
来
、
各
方
面
か
ら

慰
問
し
て
い
た
だ
き
厚
く
お
礼

い
た
し
ま
す
。
 

二
十
一
日
に
は
、
東
北
電
力

五
所
川
原
営
業
所
社
員

一
同
と

テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
電
気
商
業
組

合
五
所
川
原
支
部
が
、
水
銀
灯

一
基
、
肩
を
ほ
ぐ
し
て
く
だ
さ
 
 

い
と
電
気

7
ノ
マ
器
二
個
、
そ

れ
に
電
気
ブ

ザ
ー

ー
式
を
贈
り

入
園
し

て
い
る
方

々
か
ら
よ
ろ

こ
ば
れ
て
い
た
。
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写
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i
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ら
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銀
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と

7
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マ
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に
  水

銀

灯
 

東
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  電
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商
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贈
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